
宮城県道路公社

平成28年度　受（Ⅲ）橋第１－１－４号

みやぎ県北高速幹線道路（Ⅲ）橋梁下部工（１号橋）その４工事

設　　計　　図



図　面　名 図　面　名 図　面　名図　番 図　番 図　番

　　平成28年度　受（Ⅲ）橋第１－１－４号　みやぎ県北高速幹線道路（Ⅲ）橋梁下部工（１号橋）その４工事　

図　面　目　録 実 施

橋梁全体一般図（その１） 1 / 48 Ｐ11橋脚基礎杭詳細図（その１） 22 / 48 河川管理用通路平面図 39 / 48

橋梁全体一般図（その２） 2 / 48 Ｐ11橋脚基礎杭詳細図（その２） 23 / 48 河川管理用通路縦断図 40 / 48

橋梁全体一般図（その３） 3 / 48 Ａ2橋台基礎杭詳細図 （その１） 24 / 48 河川管理用通路標準横断図 41 / 48

橋梁全体一般図（その４） 4 / 48 Ａ2橋台基礎杭詳細図 （その２） 25 / 48 河川管理用通路横断図（1/5） 42 / 48

Ｐ９～Ａ２下部工線形図 5 / 48 Ａ2橋台踏掛版配筋図 （その１） 26 / 48 河川管理用通路横断図（2/5） 43 / 48

Ｐ11橋脚構造一般図 6 / 48 Ｐ11橋脚鞘管詳細図 27 / 48 河川管理用通路横断図（3/5） 44 / 48

Ｐ11橋脚配筋図（その１） 7 / 48 Ｐ11橋脚鞘管配筋図 28 / 48 河川管理用通路横断図（4/5） 45 / 48

Ｐ11橋脚配筋図（その２） 8 / 48 Ｐ11橋脚仮締切工参考図 29 / 48 河川管理用通路横断図（5/5） 46 / 48

Ｐ11橋脚配筋図（その３） 9 / 48 下部工 施工計画図 30 / 48 排水工詳細図（１） 47 / 48Ｐ11橋脚配筋図（その３） 9 / 48 下部工 施工計画図 30 / 48 排水工詳細図（１） 47 / 48

Ｐ11橋脚配筋図（その４） 10 / 48 Ｐ11橋脚側仮締切提計画図（その１） 31 / 48 排水工詳細図（２） 48 / 48

Ｐ11橋脚配筋図（その５） 11 / 48 Ｐ11橋脚側仮締切提計画図（その２） 32 / 48

Ａ2橋台構造一般図（その１） 12 / 48 Ａ2橋台部中層混合処理工詳細図 33 / 48

Ａ2橋台構造一般図（その２） 13 / 48 Ａ2橋台部軟弱地盤対策工機材配置図(参考図) 34 / 48

Ａ2橋台配筋図（その１） 14 / 48 左岸高水護岸工構造図（１） 35 / 48

Ａ2橋台配筋図（その２） 15 / 48 左岸高水護岸工構造図（２） 36 / 48

Ａ2橋台配筋図（その３） 16 / 48 左岸高水護岸工展開図 37 / 48

Ａ2橋台配筋図（その４） 17 / 48 左岸定水護岸工構造図 38 / 48Ａ2橋台配筋図（その４） 17 / 48 左岸定水護岸工構造図 38 / 48

Ａ2橋台配筋図（その５） 18 / 48

Ａ2橋台配筋図（その６） 19 / 48

Ａ2橋台配筋図（その７） 20 / 48

Ａ2橋台配筋図（その８） 21 / 48
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工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

図　面　名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

1:500

L=16.0m、n=8本

長
沼
川

国
道
39
8号

荒
川 菜

園
2号

線

M F
F F F M M F

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事

/ 481実　施
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地質時代
地　　層　　区　　分

N　値 土質・岩質
土　層　名

 盛土・表土 1～35 シルト質粘土、礫混り粘土

 第1粘性土層-1 0～7 シルト質粘土、有機質粘土

 第1粘性土層-2 2～4 砂混りシルト質粘土、砂質シルト

 第1粘性土層-3 4 砂混りシルト質粘土

 第1挟在砂質土層 2～6 シルト混り砂、シルト質砂

 火山灰質粘性土層 10～30 火山灰質粘土

 第1砂質土層-1 1～19 シルト混り砂～シルト質砂

 第1砂質土層-2 3～13 シルト質砂～砂

 第1砂質土層-3 7～40 シルト混り砂、礫混り砂

 第1砂質土層-4 20～30 礫混り砂

 第1狭在粘性土層 3～36 砂混りシルト質粘土

 第2粘性土層 3～6 シルト質粘土、砂質シルト

 第2狭在砂質土層 6～10 礫混り砂～有機質砂

 第2砂質土層-1 5～20 シルト混り砂～シルト混り砂

 第2砂質土層-2 6～35 砂～礫混り砂

 第2狭在粘性土層 - 砂混りシルト質粘土

 第3粘性土層 5～12 シルト質粘土、有機質粘土

 第3狭在砂質土層 23～30 シルト質砂～砂

 第3砂質土層 10～30 シルト混り砂～砂

 第4粘性土層-1 3～20 砂質シルト

 第4粘性土層-2 7～32 砂質シルト、粘土混りシルト、貝殻混じりシルト

 第4粘性土層-3 23～28 シルト質粘土～凝灰質粘土

 洪積砂質土層 9～41 シルト質砂～砂

 洪積礫質土層 50以上 礫混り砂、砂礫

 風化-凝灰質砂岩 20～50以上  風化-凝灰質砂岩、砂岩、泥岩、シルト岩

 凝灰質砂岩 34～50以上 凝灰質砂岩、砂岩、泥岩、シルト岩
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（橋梁最上流端）
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5000
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0
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4

(さ
や管外幅以上)

路河岸10mの
範囲

1000
0 現況低水路

河岸10mの
範囲

1000
0

鋼５径間連続少数鈑桁橋+鋼４径間連続少数鈑桁橋+鋼３径間連続細幅箱桁橋

Ｂ活荷重

第３種 第１級

V = 60km/h

R= 1800m～A =600m～R=∞

741.000m

【34.0+67.00+3@57.0】+【4@65.0】+【65.0+92.0+50.0】

2.000%

2.330%

7.500 m （0.500m+3.250m+3.250m+0.500m）

8.160 m

アスファルト舗装　t=80mm

ＰＣ床版 t=260mm（少数主桁）、t=180mm（細幅箱桁）

SM570,SM490Y,SM400,SS400

トルシア形高力ボルト M22(S10T)

コンクリート σck=40N/mm（床版）2

SD490,SD345鉄筋

適用基準

（主）築館登米線（みやぎ県北高速幹線道路Ⅲ期　佐沼工区）

（佐沼工区）１号橋梁

6,200台／日　（H42）

路線名

床版

舗装

全幅

有効幅員

橋梁形式

道路規格

設計速度

橋長

支間

斜角

平面線形

縦断勾配

横断勾配

活荷重

使用材料 普通鋼材

迫川渡河部は送出し架設、その他はクレーン架設

維持管理 排水装置や土砂溜りの清掃を計画的に実施すること

耐震性能

重要度区分

地域区分

地盤種別

耐震性能２（レベル２地震動）

B種の橋

A2地域

Ⅱ種地盤、Ⅲ種地盤

設計水平震度 レベル1

支承形式 多点固定構造

kh=0.25、kh=0.30

解析手法 静的照査法（耐震性能1）、動的照査法（耐震性能2）

検査路 上部工

下部工

G1-G2桁間に設置

各下部工に設置

落橋防止構造

横変位拘束構造

非合成構造とする

設計方針 鉛直方向荷重に対して床版の合成作用を考慮しない

地域別補正係数 Cz=1.0, C z=1.0, C z=1.0

縦積み運搬を基本とするが、横積み運搬も可施工上の条件

添架物 東北電力、登米市水道管

塗装仕様 C塗装系

橋梁名

A1,P1～P3,A2：90° P4～P10：75° P11：70°

0.523%～

道路橋示方書・同解説(平成24年3月 日本道路協会)

設計要領第二集　東日本高速道路(株) 平成24年7月参考図書

計画交通量

掛違い部：P5、P9　端部：A2　にPCケーブルを設置

３径間以上の一連の上部構造を有する橋より設置なし

各種設計及び施工便覧(日本道路協会)

2.000%～（片勾配）

σck=30N/mm（橋台・橋脚）2

SKK400,SKK490(基礎杭),SD490,SD345(杭頭鉄筋)鋼材（基礎）

～

宮城県 設計施工マニュアル（平成26年10月） 

2.000% （拝み勾配）
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宮城県登米市迫町佐沼西舘北～登米市中田町石森西細谷架橋位置
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地層区分凡例

交 差 条 件
V=1:500,H=1:2500
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橋脚設置
不可範囲

45
00

橋脚設置
不可範囲

橋脚設置
不可範囲

橋脚設置
不可範囲

橋脚設置
不可範囲

橋脚設置
不可範囲

橋脚設置
不可範囲

45
00HWL=9.438（最上流端:右岸）、9.419（最下流端：左岸）

堤防高=10.638（右岸）
堤防高=10.619（左岸）

最深河床高=1.535

25
00

4
50

0

45
00

建築限界4.5ｍ確保

計画計画流量：1000m3/s、計画堤防断面：川裏拡幅（左岸）・川表拡幅（右岸）・低水路部掘削考慮、管理用通路4.5m確保

建築限界4.5ｍ確保

堤防開削および河川内ベント等を除き、著しく河積阻害とならない工種は通年施工が可能

諸 元 お よ び 橋 梁 計 画 上 の 留 意 点 等交差物件

第３種第２級、凍結抑制剤散布（塩害対策考慮）

45
00

迫　川

荒　川

長　沼　川

国道398号

菜園１号線

菜園２号線

その他

計画計画流量：120m3/s、河川内橋脚設置不可、管理用通路4.5m確保

基本計画流量：13.4m3/s（分水路整備前）、河川内橋脚設置不可、管理用通路4.5m確保（切り回し可）

菜
園
1号

線

迫
川

菜
園
線

σck=24N/mm（橋台・橋脚）2

F F M

　　　　　(その３）

（※震災後の地盤高補正値-435mm考慮）

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

1:500

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号
みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事

橋長 L=741000

実　施
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10001000 2@3080 = 6160
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2.000% 2.000%

打込み鋼管杭φ1000
L=42.000m , N=8本

佐沼工区１号橋（仮） 橋梁全体一般図（その４）

　　　　　(その４）
図　面　名

1:500

150055001500

（※震災後の地盤高補正値-435mm考慮）

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事

/ 484

実　施
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P9～A2 下部工線形図
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P11橋脚配筋図(その2) S = 1:50
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P11橋脚配筋図(その5) S = 1:50

P11橋脚配筋図(その5)
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(36)
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2
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9260
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G

G

273

23
2

273

23
2

G

G

F
3 64－D38×10340

F
4 4－D38×4380

F
5 50－D38×10140

F
1  -1 62－D41×9000 F

1  -2 62－D41×4380

F
2 40－D41×10210

F
12 18－D19×9830

F
8  -1 36－D32×8000 F

8  -2 36－D32×4660

F
9 4－D32×2780

F
10  -1 34－D32×8000 F

10  -2 34－D32×4460

F
6  -1 38－D32×9000 F

6  -2 38－D32×7030

F
7  -1 28－D32×10000 F

7  -2 28－D32×2460

F
11 18－D19×11700

F O

1 944－D29×2620

B  1 D29 4 890 27   5 .040    24 .65        666

B  2 D29 4 390 10   5 .040    22 .13        221

B  3 D29 9 850 7   5 .040    49 .64        347

B  4 D29 2 070 4   5 .040    10 .43         42

B  5 D29 2 950 2   5 .040    14 .87         30

B  1O D29 2 900 108   5 .040    14 .62      1 579

B  2O D29 2 660 40   5 .040    13 .41        536

小計      3 421

C  1 D51 11 920 180  15 .900   189 .53     34 115

C  1O D29 11 870 112   5 .040    59 .82      6 700

C  2O D29 11 550 108   5 .040    58 .21      6 287

C  3O D29 5 650 90   5 .040    28 .48      2 563

C  4O D29 5 370 180   5 .040    27 .06      4 871

C  5O D29 2 900 630   5 .040    14 .62      9 211

小計     63 747

F  1-1 D41 9 000 62  10 .500    94 .50      5 859

F  1-2 D41 4 380 62  10 .500    45 .99      2 851

F  2 D41 10 210 40  10 .500   107 .21      4 288

F  3 D38 10 340 64   8 .950    92 .54      5 923

F  4 D38 4 380 4   8 .950    39 .20        157

F  5 D38 10 140 50   8 .950    90 .75      4 538

F  6-1 D32 9 000 38   6 .230    56 .07      2 131

F  6-2 D32 7 030 38   6 .230    43 .80      1 664

F  7-1 D32 10 000 28   6 .230    62 .30      1 744

F  7-2 D32 2 460 28   6 .230    15 .33        429

F  8-1 D32 8 000 36   6 .230    49 .84      1 794

F  8-2 D32 4 660 36   6 .230    29 .03      1 045

F  9 D32 2 780 4   6 .230    17 .32         69

F  10-1 D32 8 000 34   6 .230    49 .84      1 695

F  10-2 D32 4 460 34   6 .230    27 .79        945

F  11 D19 11 700 18   2 .250    26 .33        474

F  12 D19 9 830 18   2 .250    22 .12        398

F  1O D29 2 620 944   5 .040    13 .20     12 461

小計     48 465

H  1 D16 3 550 32   1 .560     5 .54        177

H  2 D16 3 200 44   1 .560     4 .99        220

H  3 D16 5 270 4   1 .560     8 .22         33

小計        430

合計    116 063

※

34 115 34 115

34 115

12 998 12 998

(平均長)

符号 径 長さ(mm) 本数 総質量(kg) 摘要

鉄筋質量表
合  計 (kg)

D25

D22

D16

D19

D13

鉄筋質量合計

SD345

D16～D25

D32

D29

種  別 径

D29～D32

質  量 (kg)

鉄筋質量集計表

D13

1 302
872

D35D35

D38D38

(136)

D41D41

SD490 合計

D38D38

D41D41

SD490

D35D35

SD345 合計

116 063

81 948

D51D51

D51D51

(136)

kg

kg

kg

kg

57 030

(平均長)

(平均長)

430

kg

45 514

10 618 10 618

(38)

(34)

(136)11 516

注2) ( )内はガス圧接個数、[ ]内は機械継手個数を示す。

注1) ※印の鉄筋の材質はSD490とし、その他の鉄筋はSD345とする。

※　[　]内は、機械継手個数を示す。
※　(　)内は、ガス圧接個数を示す。

[62]

[62] [62]

[62](136)

機械継手
(φ80×370)

[62]

[62]

[62](136)
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A2橋台構造一般図(その1) S = 1:100

A2橋台構造一般図(その1)
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※　　　　　は上部工施工を示す。

※　　　　　はコンクリート塗装範囲を示す。
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躯　体

RC-40

均　し σck=18N/mm2

σck=30N/mm2底　版

鋼管杭材質 SKK490基礎杭

鉄　 筋
杭頭鉄筋 SD490

本　体 SD345
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A2橋台構造一般図(その2) S = 1:100

A2橋台構造一般図(その2)
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A2橋台配筋図(その1) S = 1:50

A2橋台配筋図(その1)
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施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名
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設 計 者
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平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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A2橋台配筋図(その8) S = 1:50

A2橋台配筋図(その8)

※ は上部工施工を示す。
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1

1

1

1 - 1

壁高欄配筋図

K 16－D13×1220

(平均長)

7
1271
6

101
84°13'

※

D16
Z

1
※

Z
4 30－D13×3100

Z
2 4－D16×1530

Z
1 32－D16×2110

K
1 32－D16×2270

K
2 32－D16×1350

Z
3 16－D13×2120

K
3 16－D13×1900

S  1 D16 3 470 31   1 .560     5 .41        168

S  2 D16 8 860 9   1 .560    13 .82        124

S  3 D16 1 880 1   1 .560     2 .93          3

S  4 D16 3 500 1   1 .560     5 .46          5

S  5 D16 1 680 1   1 .560     2 .62          3

S  1O D16 2 090 62   1 .560     3 .26        202

小計        505

F  1 D29 9 900 33   5 .040    49 .90      1 647

F  2 D22 7 360 33   3 .040    22 .37        738

F  3 D19 7 860 42   2 .250    17 .69        743

F  4 D19 7 320 14   2 .250    16 .47        231

F  5 D16 7 860 19   1 .560    12 .26        233

F  6 D16 2 130 14   1 .560     3 .32         46

F  1O D16 1 670 210   1 .560     2 .61        548

小計      4 186

P  1 D29 4 800 61   5 .040    24 .19      1 476

P  2 D29 4 600 61   5 .040    23 .18      1 414

P  3 D19 8 430 26   2 .250    18 .97        493

P  4 D19 7 860 26   2 .250    17 .69        460

P  5 D16 7 870 4   1 .560    12 .28         49

P  6 D16 1 970 33   1 .560     3 .07        101

P  1O D13 850 90   0 .995     0 .85         77

小計      4 070

A  1 D32 9 220 66   6 .230    57 .44      3 791

A  2 D25 9 090 18   3 .980    36 .18        651

A  1O D16 11 680 108   1 .560    18 .22      1 968

A  2O D16 2 070 630   1 .560     3 .23      2 035

A  3O D16 4 800 180   1 .560     7 .49      1 348

小計      9 793

E  1 D22 500 14   3 .040     1 .52         21

E  2 D16 2 590 29   1 .560     4 .04        117

E  3 D13 7 860 4   0 .995     7 .82         31

小計        169

H  1 D16 2 850 18   1 .560     4 .45 80

H  2 D16 2 700 22   1 .560 4 .21 93

H  3 D16 3 270 4   1 .560     5 .10         20

小計 193

K  1 D16 2 270 32   1 .560     3 .54        113

K  2 D16 1 350 32   1 .560     2 .11         68

K  3 D13 1 900 16   0 .995     1 .89         30

K  4 D13 1 220 16   0 .995     1 .21         19

小計        230

U  1 D16 1 420 29   1 .560     2 .22         64

小計         64

Z  1 D16 2 110 32   1 .560     3 .29        105

Z  2 D16 1 530 4   1 .560     2 .39         10

Z  3 D13 2 120 16   0 .995     2 .11         34

Z  4 D13 3 100 30   0 .995     3 .08         92

小計        241

Y  1 D16 560 16   1 .560     0 .87         14

小計         14

W  1-1 D16 10 000 20   1 .560    15 .60        312

W  1-2 D16 3 500 20   1 .560     5 .46        109

W  2-1 D16 8 500 16   1 .560    13 .26        212

W  2-2 D16 5 000 16   1 .560     7 .80        125

W  3 D16 2 970 56   1 .560     4 .63        259

W  4 D16 4 960 92   1 .560     7 .74        712

W  5 D16 2 730 8   1 .560     4 .26         34

W  6 D16 2 250 24   1 .560     3 .51         84

W  7 D16 5 070 46   1 .560     7 .91        364

W  8 D16 11 500 6   1 .560    17 .94        108

W  9 D13 590 18   0 .995     0 .59         11

W  10 D13 620 76   0 .995     0 .62         47

W  1O D13 660 72   0 .995     0 .66         48

小計      2 425

J  1 D19 7 870 2   2 .250    17 .71         35

J  2 D13 870 29   0 .995     0 .87         25

小計         60

合  計 (kg)

D25

D22

D16

D19

D13

鉄筋質量合計

SD345
D25～D16

D32

D29

種  別 径

D32～D29

質  量 (kg)

下部工鉄筋質量集計表

D13

3 791

4 537

651

759

1 927

9 528

263

21 456

8 328

12 865

263

合  計 (kg)

D25

D22

D16

D19

D13

鉄筋質量合計

SD345
D25～D16

種  別 径 質  量 (kg)

上部工鉄筋質量集計表

D13

150

115

301

151151

上部工施工鉄筋

合計 301

符号 径 長さ(mm) 本数 総質量(kg) 摘要

鉄筋質量表

kg

符号 径 長さ(mm) 本数 総質量(kg) 摘要

鉄筋質量表

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

合計 21 649 kg

kg

35

kg

kg

6＠125120
105=750

注) ◎印の鉄筋はエポキシ鉄筋を示す。

合  計 (kg)

D25

D22

D16

D19

D13

鉄筋質量合計

SD345
D16～D25

種  別 径 質  量 (kg)

エポキシ鉄筋質量集計表

D13

193

193

193

◎

◎

◎
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工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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P11橋脚基礎杭詳細図(その1)

P11橋脚基礎杭詳細図(その1)
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図示

図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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φ1000

15
2
50

2
50

ずれ止め
PL-32×16×2962

ずれ止めストッパー
PL-32×9×50(n=3ヶ/段)

ずれ止め取付詳細図 S = 1:5

K1

K2

K3

種 別 形状・寸法 本　数 質量(kg) 摘 要

材料表

鉄筋質量

SD345

SD345

SD345

ずれ止め

鋼　管

合　計 kg

鋼管質量

φ1000×19×6000 SKK4001

中詰コンクリート

1本当り V=1/4×π×0.970×0.970×1.550 = 1.15m3/本 

460.0 2760.0 2760

14506

kgD35

項　目 名　称 単位 杭１本当り 数　量

材料集計表

杭 本 数

鉄　筋 D13

本

kg

kg合　計

20

附 属 品 プレート kg 129 2 580

t=19mm kg 2 760 55 200

中詰コンクリート m3 1.15 23.0

規　格

24N/mm2

PL

〃

32×16×2962

32×9×50

2

6

附属品質量(SS400)

4.019 11.90 ずれ止め24

2.261 0.11 1

〃 8 2.00 16 吊金具

合　計 kg129

〃 φ1000×12×11000 SKK4002 292.0 3212.0 6424

kg 14 506 290 120合　計

〃 50×6×3047 3 7.18 22 裏当てリング2.355

(杭1本当たり)

32
3
2

32
32

S = 1:20

SD345

SD345

SS400

鋼管杭

SKK400

16

50

16

50

3
2

16

D35×3060 24

6D13×3010

7.510 22.98 552

0.995 2.99 18

合　計 613 kg

552 11 040

613 12 260

61 1 220

11D13×3940 0.995 3.92 43

P11橋脚基礎杭詳細図(その2)

P11橋脚基礎杭詳細図(その2)
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図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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A2橋台基礎杭詳細図(その1)

A2橋台基礎杭詳細図(その1)

鋼管杭構成図
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図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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φ1000

14
2
50

2
50

ずれ止め
PL-32×16×2968

ずれ止めストッパー
PL-32×9×50(n=3ヶ/段)

ずれ止め取付詳細図 S = 1:5

K1

K2

K3

種 別 形状・寸法 本　数 質量(kg) 摘 要

材料表

鉄筋質量

SD490

SD345

SD345

ずれ止め

鋼　管

合　計 kg

鋼管質量

φ1000×14×7000 SKK4901

中詰コンクリート

1本当り V=1/4×π×0.972×0.972×1.560 = 1.16m3/本 

340.0 2380.0 2380

12600

kgD29

項　目 名　称 単位 杭１本当り 数　量

材料集計表

杭 本 数

鉄　筋 D13

本

kg

kg合　計

8

附 属 品 プレート kg 124 992

t=14mm kg 2 380 19 040

中詰コンクリート m3 1.16 9.28

規　格

30N/mm2

PL

〃

32×16×2968

32×9×50

2

6

附属品質量(SS400)

4.019 11.93 ずれ止め24

2.261 0.11 1

〃 2 2.00 4 吊金具

合　計 kg124

吊金具詳細図 工場継手詳細図

〃 φ1000×12×5000 SKK4001 292.0 1460.0 1460

t=12mm kg 10 220 81 760

kg 12 600 100 800合　計

〃 50×6×3047 3 7.18 22 裏当てリング2.355

〃 φ1000×12×10000 SKK4003 292.0 2920.0 8760

(杭1本当たり)
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32

S = 1:1
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D29×3070 36

6D13×3030

5.040 15.47 557

0.995 3.01 18
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557 4 456

667 5 336

110 880

11D13×3910 0.995 3.89 43

A2橋台基礎杭詳細図(その2)

A2橋台基礎杭詳細図(その2)
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A2橋台踏掛版配筋図(その1) S = 1:50

A2橋台踏掛版配筋図(その1)
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P11橋脚鞘管詳細図 S = 1:100

P11橋脚鞘管詳細図

側 面 図正 面 図

アンカーキャップ詳細図

バックアップ材

鞘管構造
(σck=30N/mm2)

S = 1:2
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防触充填材

アンカーバー詳細図 S = 1:10
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3
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A部詳細図 S = 1:10
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G
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G
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ゴム支承詳細図

符号 径 長さ(mm) 本数 総質量(kg) 摘要

鞘管側

G  1 D10 300 512   0 .560     0 .17 87

D10
G

1 材料表

ゴム支承
(200×250×23)

目地材

アンカーキャップ
(SGP50A×370)

304－D10×300

フーチング

3＠100=300
3
＠
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0=
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0

G
1
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G

1
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(200×250×23)
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0

250

フーチング側

G  1 D10 300 512   0 .560     0 .17 87

アンカーバー

φ32 670 64   6 .31     4 .23 271

(SD345)

(SD345)

(S35C)

φ34

バックアップ材

B部詳細図

100 500

S = 1:10 支承補強鉄筋 S = 1:10

※G1鉄筋フーチング側とアンカーバーはフーチング施工時にセットする事。

削孔径

23

φ34

B部

50A 370 64   5 .31     1 .96 125 (SGP)SGP
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12000
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クロロプレン ネオプラス
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P11橋脚鞘管配筋図 S = 1:50

P11橋脚鞘管配筋図

位 置 図

符号 径 長さ(mm) 本数 総質量(kg) 摘要

鉄筋質量表
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33

9
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890
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5500
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kg

kg

kg

kg

kg

W
1  -2 76－D32×4500

W  1-1 D32 9 070 76    6 .23 55 .51 4 219

W  1-2 D32 4 500 76    6 .23    28 .04      2 131

W  2-1 D32 8 120 76 50 .59 3 845

W  2-2 D32 4 500 76 2 131

W  3 D29 6 700 192    5 .04    33 .77 6 484

W  4

W  5

D16 720 192    1 .56     1 .12 215

D13 740 624    0 .995     0 .74 462

合計 19 487

D32 12 326

D29 6 484

D16 215

D13 462

総合計 19 487

kg

130 240 130
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P11橋脚仮締切工参考図 S = 1:100

P11橋脚仮締切工参考図

断面図(1-1) 断面図(2-2)
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種 別 形状寸法 長さ(mm) 数量 摘要

材料表

普通鋼矢板

12 000 76.1152 913.2 138 806

合　計 138 806 kg

鋼矢板

腹 起 し 15 060 4 300 4 518.0 18 072

SY295

支保工（リース材）

合　計 45 528 kg

13 560 4 068.0 16 272

SS400H-500×500×25×25

※ 火打ち受けピースとして50cm控除する。

質量(kg)

Ⅳ型

〃 〃 〃3004

火打ち梁

〃 〃 466.0 3 7288

8 678.0 5 424 SS400

〃

主部材  　　重量

副部材（Ａ）重量

副部材（Ｂ）重量

（主部材×22.0％）

（主部材× 4.0％）

合計 　　　重量

45.528 ｔ

10.016 ｔ

1.821 ｔ

57.365 ｔ

35
36

56
57

77
78

〃 〃 254.0 2 0328 〃

100H-300×300×10×15

100

100

6 780

4 660

2 540

火打ち梁
H-300×300×10×15(孔)
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下部工　施工計画図

菜
園
1号

線

迫
川

菜
園
線

P9 P10 P11 A2

A1＝1:500
A3＝1:1000

佐沼１号橋

準備工

①基礎杭打設

③底版工

埋戻し

④柱構築

上部工架設

下部工施工手順

②構造物掘削

橋面工

⑥取付擁壁工

（上部工架設後）

工事用道路・仮橋

コンクリート

RC-2-1(σck=30N/mm2)

使用材料

躯体コンクリート

均しコンクリート C-1(σck=18N/mm2)

鉄筋 SD490,SD345

裏込め土 FCB

基礎材 切込砕石(80mm)

RC-2-1(σck=24N/mm2)

④たて壁構築

橋脚橋台

④翼壁工一次

⑤後片付け

橋台

⑦胸壁・翼壁二次

供用開始

資機材ヤード

ｱｼﾞﾃｰﾀ
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車

資機材ヤード

ﾊﾞｯｸﾎｳ
(0.8m3級)

10tﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車

アジテータ

④-b　柱(コンクリート打設） ②-a　仮締切
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下部工　施工計画図図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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65000

橋長 L=741000

(参考図)
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P11橋脚側仮締切提計画図(その1) S = 1:200

図示

P11橋脚側仮締切提計画図(その1)

〔 基礎杭施工時 〕
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A2橋台側P10橋脚側
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000m 断面図(A-A)

H.W.L TP+9.419(左岸)
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連節ブロック施工後盛土

提内側土提築堤

提内側連節ブロック施工

堤防開削(一次掘削)▽8.725まで

施工手順

提内盛土、施工ヤード、搬入路施工

堤外側連節ブロック施工

杭打ち機ベースマシン組み立て

杭打ち施工

注）震災後の地盤高補正値-435ｍｍ考慮（平面図も補正）

土
側
溝
 L=38000

土側溝 L=94700

注）切回し水路については一時仮設のため参考扱いとする

図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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P11

P11橋脚側仮締切提計画図(その2) S = 1:200

P11橋脚側仮締切提計画図(その2)

〔 仮締切・躯体施工時 〕
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連節ブロック

既設との離隔

DL=0.000
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鋼矢板施工

施工手順

締切り内土工、支保工施工

埋戻し、支保工撤去、矢板引抜き

堤防埋戻

堤防開削(二次掘削)▽6.80まで

堤外側連節ブロック施工

本体築造

提内側土提撤去

土
側
溝
 L=38000

土側溝 L=94700

注）震災後の地盤高補正値-435ｍｍ考慮（平面図も補正）
注）切回し水路については一時仮設のため参考扱いとする

図示

図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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による地盤改良工
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9160

A2橋台より終点側の道路成果の横断図は、
高さ補正(-0.435m)無しの状態であるため、
道路成果に合わせて作図している。

中層改良

NO.107
GH=7.10
FH=17.250

11160

1000 1000

FCB支持

すべり安定

採用値

必　　要

ｃ
せん断強度

原位置改良土一軸圧縮強度　ｑuf ｑu＝２ｃ

強 度 に 係 る 係 数  γ･λ

現場強度係数 γ

室  内  配  合  強  度  ｑul

改良体許容圧縮応力度　σca

680　kN/㎡

1/4（仮定値)

340　kN/㎡

40　kN/㎡

340　kN/㎡

1/3～1/4

設  計  基  準  強  度 ｑuck 340　kN/㎡

1,360　kN/㎡

113　kN/㎡ σca＝ｑuck／３

1/2(仮定値)

1/2(仮定値)

Ａ２橋台ＦＣＢ工法部　地盤改良工

A2橋台部 中層混合処理工詳細図

1:250,1:200

Ａ２橋台部　中層混合処理工詳細図

縦　断　図

平　面　図

横　断　面　図
S=1:250

S=1:250

S=1:200

※　施工前に改良範囲の中層混合処理対象粘性土層深度を確認すること

図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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プラントの組立・解体には、別途25t吊りラフテレーンクレーンを使用
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盛土区間中層混合処理工

中層混合処理機(0.8m3級)
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A2橋台より終点側の道路成果の横断図は、
高さ補正(-0.435m)無しの状態であるため、
道路成果に合わせて作図している。

中層改良

NO.107
GH=7.10
FH=17.250

A2橋台部FCB基礎置換工施工断面図

FCB直下中層混合処理幅

11160
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盛土区間中層混合処理幅

39000

中層混合処理機(0.8m3級)

※　施工機材等の配置は、背面土工区間の工事用道路や施工計画に合わせ、必要に応じて修正すること。

施工基面高　(T.P.m)

改　　良　　厚　（ｍ）

中層混合処理機(トレンチャ式) 作業量225m3/日

混　　合　　装　　置

施　工　管　理　装　置

ﾍﾞｰｽﾏｼﾝ0.8m3級

L=5m

2.00 m

+ 6.475 m

1ﾋﾟｰｽﾌﾞｰﾑ用

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ25t吊

中層混合処理工　諸元及び使用機材

施　工　深　度　ｄ（ｍ） 2.59 m

震災後補正標高

2m≦ｄ≦5m

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ分解・組立用 排出ｶﾞｽ対策型,第1次基準値

Ａ２橋台部　軟弱地盤対策工機材配置図(案)

平　面　図

平　面　図

縦　断　図
S=1:250

S=1:250

S=1:250

1:250,1:200

図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路

施工箇所 宮城県登米市中田町石森地内 

工 事 名

縮　　尺 位置

設 計 者

宮　城　県 図番

設計
年度

平成28年度 受(Ⅲ)橋第1-1-4号

(主)築館登米線

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)
橋梁下部工(１号橋)その４工事
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コンクリート②

左岸高水護岸工構造図(1)

平　面　図 標準断面図
S=1:100S=1:200

左岸高水護岸工構造図(1)

図示

橋梁保護部

一般部

基礎工詳細図
S=1:20

小口止構造図
S=1:100

(川表護岸)

図　面　名

工事番号

路 線 名 みやぎ県北高速幹線道路
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※本図の標高は測地成果2011によるものである。
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※本図の標高は測地成果2011によるものである。
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※本図の標高は測地成果2011によるものである。
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※本図の標高は測地成果2011によるものである。
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